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      論 文 の 要 旨（2,000字程度） 
 
 本論文で筆者は、小説の読後感情の個人差に注目し、個人差を考慮した読後感情に基づく小説検索シ
ステムの設計を視野に入れながら、個人差の生起メカニズムに性格が関係しているという仮説をたて、
実験的にその妥当性を明らかにしようとしている。 
 第 1章では、まず小説の探索行動等の先行研究を紹介しながら読後感情に基づく小説選びの有効性を
主張し、これまで構築されてきた感情を手がかりとする検索システムの概要を示している。次に、感情
生起に個人差があるという先行研究を紹介し、これまでの小説検索システムは個人差に対する対応が行
われていないという問題を提起している。そして、個人差の生起に性格が関与するというモデルとその
実験的な検証の方法を提案し、本論文全体の構成を示している。 
 第 2章では、まず感情についてのとらえ方を概観した上で、本研究で扱う読後感情に多面的感情状態
尺度を用いることを示している。次に感情の視点から見た小説の読書行為についての研究の現状、性格
と感情の関係についての研究の現状をそれぞれ紹介し、仮説として設定した読後感情の個人差の生起に
性格が関与するということ、さらに認知的評価が関わる読後感情の生起モデルの妥当性を主張している。 
 第 3章では、読者の性格と読後感情の間に関係があるという仮説を、性格計測に主要 5因子性格検査
と MMPIを用い、多様な読後感情を有する 6編の短編小説を素材として、実験的に検証している。得られ
た結果を単相関分析し、主要 5因子性格検査の「良識性」と多面的感情状態尺度の「集中」の間に高い
相関を持つ素材や、MMPIの「軽躁症」と多面的感情状態尺度の「敵意」の間に高い相関を持つ素材があ
ることなど、全ての素材で性格と読後感情に何らかの相関があることを明らかにしている。次に重回帰
分析を行い、多い少ないはあるが全ての素材において性格特性が読後感情に影響を与えていることを明
らかにしている。さらに、6つの素材を集計して、主要 5因子性格検査の「協調性」と MMPIの「妄想症」
が読後感情に多く影響を及ぼすことを示している。 
 第 4章では、読後感情の特徴が類似した小説においては性格特性と読後感情の関係が一般化できると
いう仮説を、性格計測に主要 5因子性格検査と MPIを用い、親和感情を主として感じその平均値および
標準偏差が類似した 3編の短編小説を素材として用いて、実験的に検証している。得られた結果を単相
関分析し、主要 5因子性格検査の「良識性」と読後感情の「倦怠」の相関が高い素材があることなどを
示している。しかしながら、3編の素材全てに共通して相関が高い性格特性と読後感情の関係は見いだ
されず、仮説は立証できないということを明らかにしている。そして、このことから読後感情の個人差
は性格のみが関与するものでは無いことを考察している。 
 第 5章では、第 4章の結果を受けて読後感情の個人差の生起に関わる要因として、認知的評価がある
ことを提起している。そして、共感性を加えた性格（パーソナリティ特性）、認知的評価、読後感情とい
う３つの構成概念からなる読後感情の生起モデルを、パーソナリティ特性計測に主要 5因子性格検査と
多次元共感尺度のファンタジー部分を用い、認知的評価に著者が独自に作成した「主人公の理解」、「ス
トーリーの理解」、「トピックへの興味」からなる枠組みを有する下位尺度を用い、素材として理解の困
難な短編小説および容易な短編小説それぞれ 2編を用いて、実験的に検証している。得られた結果を重
回帰分析し、短編小説毎にそれぞれ異なるが一部のパーソナリティ特性が認知的評価の下位尺度に、ま
た認知的評価の下位尺度が読後感情に影響を与えていることを示している。さらに、共分散構造分析に
より理解の容易な短編小説においてはパーソナリティ特性が認知的評価に影響を与え、認知的評価が読
後の感情状態に影響を与えるというモデルの適合度が比較的高い値で得られ、理解の困難な短編小説に
おいては同様のモデルの適合度が低いことを明らかにしている。これらの結果から、素材により読後感
情の個人差をパーソナリティ特性から直接予測できる場合と、認知的評価を介在させて予測する必要が
ある場合があることを考察している。 
 第 6章では、総合考察として小説の読後感情の個人差に性格が影響を与えていることが立証できたこ
とを主張するとともに、それを読後感情による小説検索システムに適用する場合の基本的な設計方針を
提案している。さらに、今後の課題として信頼性と妥当性を保証するよう実験を厳密にコントロールす
る必要性と、個人差の指標となる標準偏差の扱いの問題点を指摘している。 
 
      審 査 の 要 旨（2,000字以上） 
 
【批評】 
 本論文で筆者は、感情を手がかりとする小説検索システムの有用性を主張し、これまでの小説検索シ
ステムに読後感情の個人差の視点が見られないことを指摘して読後感情の個人差の生起メカニズムの解
明が必要であることを意義付け、性格が個人差に関与するという仮説をたてて、その検証を実験的に行
っている。ここでは、読後感情の個人差研究という目的設定、性格が読後感情の個人差に関与するとい
う仮説、性格と認知的評価が読後感情に影響するというモデル、提唱する仮説を検証する実験方法、お
よび得られた成果を中心に批評する。 
 まず、読後感情の個人差研究という目的設定について論評する。小説をタイトルや著者といったキー
ワードで検索するのは、読後感情の獲得を目的とする小説の読書において有効でないことは明らかであ
る。一方、感情を手がかりとする小説検索システムはその妥当性と感情語の索引付けの困難さという問
題をかかえている。本研究の目的である個人差研究は、そのような小説検索システムの妥当性を向上さ
せる方法論として有用であり、その問題の解決にも寄与できる。さらに、小説に関する従来の感情モデ
ルの研究は、登場人物の感情推論が主流で、読者の感情についてはその個人差ゆえに十分な検討が行わ
れていない。その意味で、読書行為の研究としても意義深いものであると評価できる。 
 次に、性格が読後感情の個人差に関与するという仮説について論評する。読後感情の個人差の生起に
関わる要因は、性格以外にも読者の環境、経験、知識、さらに読者のその時の気分など様々なものが考
えられる。筆者も述べているように、その中でも性格と感情の関係については近年いくつかの研究成果
が見られており、一貫した関係が見いだされる可能性は比較的高いと考えられ、適切な選択であると評
価できる。ただ、他の要因についての深い考察および研究事例の調査が十分書き込まれていないという
点は、今後の研究の展開の中で改善されることが期待される。 
 次に、性格と認知的評価が読後感情に影響するというモデルについて論評する。認知的評価は読解力
に相当する概念であり、小説の内容を理解できなければ読後感情も生成し得ないわけであるから、読後
感情に影響を与える要因としては十分考えられ得る。本論文においてはその影響のプロセスを、パーソ
ナリティ特性が認知的評価に影響を与え、認知的評価が読後感情に影響を与えるというパスで想定して
いる。内容を理解できなければ感情が生起し得ないという論理に従えば、認知的評価とパーソナリティ
特性がそれぞれ独自に読後感情に影響を与えるというモデルも妥当であるように思われる。その点につ
いての論考は余り展開されておらず、結果論としての記述になっているのは惜しまれる。 
 さらに、提唱する仮説を検証する実験方法について論評する。本論文では第 3 章から第 6 章で実験１
から実験３の 3 つの実験が行われている。実験 1 は素材の選定のために予備調査を行うなど周到な準備
がなされ、性格測定も既存の検査を用いており妥当である。読後感情の測定を 4 件法の評定値に因子負
荷量を掛け合わせた総和としたことについては、もう少し吟味が必要と考えられる。被験者の数は 130
名と単相関分析や重回帰分析には十分な数であり、結果の信頼性は高いといえる。実験 2 も素材の選定、
性格測定、読後感情測定は実験１と同様に妥当である。被験者のカテゴリー化を目的として性格測定の
方法の一部を MMPI から MPI に変えているが、その必然性はもう少し説明が必要と考えられる。被験
者の数は 51 名と実験 1 に比べて少ないが、単相関分析や重回帰分析を行うには十分な数である。実験 3
は素材の選定やパーソナリティ特性の測定については妥当である。認知的評価については独自の尺度を
作成しており、読後感情測定についても因子負荷量の高い 3 つの項目に制限したことから、妥当性の問
題と精度の低下が懸念される。被験者の数は 110 名で単相関分析や重回帰分析には十分であり、共分散
構造分析を行うにもぎりぎりで必要な数を満たしている。以上のように、実験は全体を通して大きな問
題は認められず、得られた分析結果は一定の妥当性を持つといえる。 
 最後に、得られた成果について論評する。実験 1 では、素材によって異なるが性格と読後感情の間に
何らかの関係があることが明らかにされた。個人差による小説検索の精度向上を考える上で、この結果
は有用である。しかしながら、実験 2 で同種の読後感情を有すると考えられる素材が同様の性格と読後
感情の関係を示さなかったことは、小説検索システムを構築する際にはそれぞれの素材毎に性格と読後
感情の関係を調べる必要があることを意味し、その構築のコストが大きくなることを意味する。ただ、
この結果を受けて、認知評価の視点を導入できたことは評価できる。実験 3 では、理解の容易な素材に
おいてパーソナリティ特性が認知評価に影響を与え、認知評価が読後感情に影響を与えるというモデル
の妥当性が検証できた。前述のように得られたモデルは直感的に考えられるものと異なっており興味深
いものである。その点についての論考は余り展開されていないのは残念であるが、この成果も個人差に
よる小説検索の精度向上に有用であり、また複雑な読後感情の生起メカニズムの一端を解明できたとい
う意味でも高く評価できる。 
 以上を総括すると、読後感情の個人差という困難な課題に対して野心的に取り組み、可能性の高そう
な視点を考察して一連の実験を行い、新規な知見を得た本論文は高く評価することができ、学位論文と
しての水準に達しているといえる。 
 
【学力の確認結果】 
 平成 26 年 5 月 12 日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書館
情報メディア研究科博士後期課程（論文博士）の学位論文審査に関する内規」第２３項第３号に基づく
学力の確認を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
 よって、本学位論文の著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
 
